
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

  

 今年度も，子供たちが農園活動を通して地球と自分のいのちのつながりを感じ，SDGｓや生態系に

ついて考えることができるように，土づくりから苗植え，収穫までを自分の手で行う取り組みを５年生で

行っています。 

ボランティアの渡邉博和さんをお迎えし，1日目は，子供たちが家庭から持ってきたり調理室で出たり

した野菜くずについて，「野菜のどこに一番栄養があると思う？なぜそこに？」等のクイズを交えながら

小さくつぶして土に混ぜました。詳細は来月号でお伝えします。 

 

今年はニンニクの皮を

むく作業にも挑戦！

きれいにむけました！ 

城山西小学校には，北條誠一様からお借りしている広い土地を利用した給食農園

があります。今回は，３年生がタマネギ，４年生がニンニクの収穫を行いました。 

「タマネギってお店に来

る前はネギみたい」など

体験を通して発見！ 

給食農園では，地域・PTA の駒場様のご厚意でいつもたくさんいただいている

堆肥を利用しています。おかげさまでニンニクもこんなに大きくなりました。 

みんなが捨てている野菜くずの中に，

芯や皮，成長点など，栄養が多く含まれ

ているところがあるね！ 


